
様式 13 

評価テーマ等に対する技術提案（公表用） 

評価テーマ１「主体的で深い学びを実現することができる施設」、評価テーマ２「地域と連携・協働できる施設」、評価テーマ３「湯来地域の豊かな自然になじむ木質感あふれる施設」及びその他、設計上の配慮事項等（評価テ

ーマに対する内容を除く。）に対する技術提案（１／２） 

 特定結果  

 

※1 様式 11-１、11-２で提案した概要を本様式２枚（片面）にまとめてください。広島市ホームページ等に掲載し公表しますので、公表できるところまでで構いません。ただし、イメージ図等がある場合は、必ず掲載し

てください。 

※2 表題に頁数を記載してください。（例）（１／２） 

※3 表面には技術提案者（協力事務所を含む。）を特定することができる内容（具体的な社名等）の記述はしないこととし、裏面に技術提案者名を記載してください。 

※4 特定結果欄等の下部１列には、何も記載しないでください。 

※5 枠の大きさは変更しないでください。 

※6 用紙は、日本産業規格Ａ列３番としてください。 

※7 文章の文字サイズは１１ポイント以上、イメージ図等の注釈は８ポイント以上とし、判読できるものとすること。 

※8 提出の際は、本注意書き（※1～※8）を消去してください。 
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【建物の構成イメージ】

１階の平面は、体育館やグラウンド利用者の利便
性を考慮した基本計画案を踏襲します。

体育館と校舎の間に駐車場を確保できる配置とし、
地域のスポーツ活動にも配慮します。

１階のピロティ部分は、雨に濡れない車いす使用
者用駐車場や荷下ろしスペースなど、地域に開放
された屋外空間として有効利用します。

２階と３階はグラウンドに面して横長配置とする
ことで、体育館への渡り廊下を不要とします。

【普通教室と多目的スペースの使い方例】

活動時間の異なる低学年用普通教室（CR）は２階に、高学年用普通教室
は３階に分けて配置し、下校や移動教室の際に動線が重複しないように
配慮します。

各CRには専用のバルコニーを設けることで、朝顔観察などの屋外
活動を気軽に行える学年園として活用するとともに、不審者侵入時
の第3の避難経路を確保できます。 

CRは日当たりのよいグラウンド側に配置し、快適で健康的な空間とします。

プロジェクターやスクリーン、アクセスポイントなど、ICTに必要な設備を
適切に計画します。将来のICT進化への対応も提案します。

CRの前には、十分な広さの低学年コモンズ・高学年コモンズを設け、教材
コーナーやワークスペース（WS）、
先生コーナーを備えた多様な学習形
態に対応できる計画とします。

低学年コモンズ（多目的スペース）は、
DENや小上がりなど隠れ家的な小さな
場所を設けるとともに、低学年がのび
のびと遊べるスペースを計画します。

高学年コモンズ（新世代型学習空間）
は、グループワークや受験に向けた静
かな学習スペースなど、高学年の様々
な学習に対応できる空間づくりを行
います。

❶明るく日当たりのよい普通教室の配置

❷ゆとりあるオープンスペースの確保

❸学びを広げるICT環境の整備

【アートスクエアのイメージ】

特別教室はSTEAM教育を可能にする「ライフスクエア」「アートスクエ
ア」を取り囲むように設置し、教科横断的な学びを可能にします。

教材室や準備室は、「見える教材
庫」と「先生コーナー」としてオー
プン化を行い、教材に触れる機
会や先生との交流を促進して、児
童生徒の学習意欲を高めます。

十分な展示スペースを設け、学習
での成果や活動を掲示する現在
の学校文化を引継ぎます。
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【地域と学校、児童生徒と住民がつながる”ゆきっこモール”】【体育館・グラウンドと一体的に計画された校舎の北側外観イメージ】

1 地域とつながる”ゆきっこモール”と
学校の活動の両立を図った施設の配置計画

評価
テーマ１

評価
テーマ１

評価
テーマ１

2 児童生徒の発達に応じた柔軟な学習を実現する”まなびモール”

3 教科横断的な学びを可能にする特別教室廻りの計画

地域とつながる ”ゆきっこモール”が、自由な発想と学びを育んでいく学校地域とつながる ”ゆきっこモール”が、自由な発想と学びを育んでいく学校
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立ち寄れる
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児童生徒と地域
のつながりの場

学校・児童館
専用ゾーン

【明確なセキュリティ区分】

4異学年や地域とつながる要となるメディアラウンジ

5地域に開かれたグラウンドへ抜ける”ゆきっこモール”

7 施設機能を最大限活用できる災害拠点

6 地域全体で学び、地域が育てる学校

8地域の学校として親しまれ、郷土愛を醸成していく仕組みづくり
安心安全への配慮11

環境に配慮したエコスクール15

評価
テーマ１

評価
テーマ2

評価
テーマ2

評価
テーマ2

評価
テーマ3

評価
テーマ3

評価
テーマ3

設計上の
配慮事項

設計上の
配慮事項

設計上の
配慮事項

設計上の
配慮事項

設計上の
配慮事項

設計上の
配慮事項

設計上の
配慮事項

設計上の
配慮事項

設計上の
配慮事項

10 県産材の積極的な活用 設計者主導による参加型設計スキーム14

メンテナンス性に配慮したサスティナブルな施設づくり16

湯来体育館の継続利用に配慮した工事計画

教職員の働きやすさに配慮した計画12

17

ローコストで機能的なコンパクトスクール18

各フェーズごとの精度の高いコストコントロール19

全ての人に安心快適を提供するインクルーシブな学校13

9豊かな湯来の気候を取り入れた、生きた環境教育教材としての学校

イベントひろばになる
ゆきっこモール
イベントひろばになる
ゆきっこモール

【メディアラウンジのイメージ】

階段や吹抜により1階メディアラウンジと上階の教
室等とを繋ぐことにより、普段から書籍やメディア
を使った調べ学習を身に着けるとともに異学年や地
域との接点となる交流の場としても計画します。

地 域 の 情 報
発信コーナー
を設けること
で、学校と地
域との接点の
場として計画
します。

【明確なセキュリティ区分】

【イベントで賑わう”ゆきっこモール”】

校舎を貫く”ゆきっこモール”を、学校・児童館・地
域活動室へのアクセスポイントとすることで、地域
と学校が自然とつながり、地域連携が促進されて
いく施設を目指します。

”ゆきっこモール”はだれでも利用できるように開放
しつつ、各施設ごとのセキュリティラインを明確にす
ることで、安全な施設とします。

遊戯室や地域活動室
は、”ゆきっこモール”
へ活動の拡張が可能
な建具の設えとし、田
楽フェスティバルなど
の様々な地域イベント
や学校行事に利用で
きる計画とします。

❶

❶

❷

❷

❸

【災害時の学校施設の運用イメージ】

❶

❷

❸

❸

日常的な地域開放室と避難所機
能としての利用室のゾーニングを
一致させることで、セキュリティが
明確となり、災害時の施設運営や
管理のしやすい計画とします。

災害発生後、すみやかに避難所機
能へ転換するため、防災利用想定
室を計画し、十分な避難所機能を
予め準備します。

”ゆきっこモール”により防災機能
と学校機能が区分されるので、学
校の早期再開が可能になります。

❷

❸

❶

地域活動室には地域文化を発信する展示スペース
を設けることで、地域住民や児童生徒が地元の文
化を知り、興味を持つきっかけ作りを行います。

スクエアやコモンズ、テラスは、特色ある課外活動
の準備やサテライト的活動にも利用できるよう、可
動間仕切や水栓・ベンチを兼ね備えた柔軟性のあ
る場所づくりを行います。

❶背後の阿弥陀山や東郷山の豊かな山並みを想起させ、体育館の屋根に合
わせたボールト状の屋根を設け、みんなに愛される施設を目指します。

❷

ビオトープスペースは”ゆきっこモール”に隣接させ、
湯来を巡る水循環や生態系について、体感学習できる
場とするとともに、学校としての顔作りを行います。

地域産材の積極活用や、地場産物を育てる菜園の設置により、
郷土や文化への関心と愛着を深めます。

外構はタブノキやモチノキなどの在来植生を取り入れた湯来地
域の本来の自然を感じられるランドスケープとします。

❹

❺既存小学校や中学校の記念樹や木造遊具、
モニュメントなどを移設し、既存校の記憶
を継承します。

【住民ワークショップ実績】

【工事仮設イメージ図】

【全ての人にやさしいユニバーサルデザインの徹底】

【生きた環境教育教材としての学校】

【先生コーナー（TC）の配置】【教職員の働きやすい環境整備】

大規模改修の対象となる設備改修周期を15年間隔に
揃え、更新時期を同期化し、改修費用を抑えます。 

地域利用室やビオトープ、湯来体育
館の活用・運営も含めた学校の計画
について、設計者主導による住民を
対象としたワークショップを重ね、
地域の想いを設計に反映します。

全ての人に安心と快適を提供する、ユニバーサル
デザインを徹底します。高さの異なる手洗いや階
段の２段手摺、見やすいサイン計画など、体格や
ハンディに囚われない施設づくりを目指します。

外皮の高断熱化や日射遮蔽による負荷低減、高
効率機器の採用により、50%以上の一次エネ
ルギーを削減し、ZEB Readyを達成します。

❶

❷

❶

❷

❸
学校エリアは外部からの侵入が無いように、フェ
ンスで明確に区分しつつ、視認性のよいフェンス
とすることで、事務室や職員室から外の様子を確
認できる計画とします。

地域利用がある１階は、各出入口や”ゆきっこモール”、メ
ディアラウンジを事務室・職員室から目視できる設えと
し、常に大人の目が行き届く安心安全な施設とします。

❶

体育館への移動は、校舎西側の階段を利用する
ことで、車両動線やグラウンド利用者の動線と
交錯しない歩車分離を徹底した計画とします。

❷

各コモンズに先生コーナーを設け、児童生徒の見守
りと日常的な対話を促進する環境を点在させます。

❶

職員室には児童生徒や保護者と気軽に交流が図
れる相談カウンターや、職員同士が落ち着いてコ
ミュニケーションをとれる職員ラウンジを設け、
教職員の働く環境の向上を図ります。

❷

❸

工事エリアは仮囲いで区画し、工事車両動線と
体育館・グラウンド利用者動線とを明確に分離
する他、一般利用者用安全通路を確保します。
工事車両の出入口には、ガードマンを常時配
置し、工事車両の交通整理を行う他、一般利
用者の安全性を確保します。

❶

❷

❸

設計チームにコスト担当者を配置し、設計進捗と
合わせた市況の注視とコストチェックなど常に全
体を俯瞰したコスト管理を行い、建設費高騰によ
る設計・発注プロセスへの影響を最小化します。

❷業務スタート時に、概ヶ算と規模確認を行い、コスト
の状況把握・分析を行い、手戻りのない設計を行いま
す。 必要に応じて、適切なVECD提案を行います。

❶体育館への渡廊下が不要な計画とし、コスト縮減を図ります。
構造スパンや柱・梁の寸法を統一した施工効率
のよい構造計画や、一般的な建設資材・規格品
の採用により、コスト縮減を図ります。
無駄のない効率的な設備配管ルート・地下ピ
ット計画により、資材量や場外搬出土、型枠
数量を抑制します。

【木とRCの混構造】

❶フローリングや内部仕上材、庇の軒天などに
広島県産材を積極的に使用し、木の温もりに
包まれた学びの空間づくりを行います。

❷

❸

吹抜エリアの柱を、地域産材の化粧材による「四
本杉」をモチーフにした木質柱とすることで、学び
舎を支える木質シンボル柱とします。

吹抜エリアを木造、周囲を
RC造とした混構造での一
部木造化を検討し、地域の
アイデンティティとなるよ
うな、親しみのある木質空
間づくりを目指します。

❶卓越風による自然通風や、井水熱を利用した冷却システム、雨
水井水利用など、児童生徒がエコや省エネを意識できるよう建
築を体感型の環境教材とすることで、自発的な省エネ行動・学
習につなげます。
BEMS採用による、エネルギー消費量が見えるデジタルサイネ
ージを設置するほか、脱炭素が見えるサインを設けるなど、児
童生徒の環境への意識向上に役立てます。

❷

❸設備機器・配管等が凍結により破損しないよう適切な凍結防止
対策を施します。また、落雪やつらら対策としてヒーターを適
切な箇所に設置し、利用者の安全を確保するほか、融雪装置の設
置についても検討します。

椅子やテーブルを
出して外でイベント
椅子やテーブルを
出して外でイベント

提灯を吊った
縁日・屋台ストリート
提灯を吊った
縁日・屋台ストリート

椅子やテーブルを
出して外でイベント
椅子やテーブルを
出して外でイベント

地域が気軽に
立ち寄れる
フリーゾーン

児童生徒と地域
のつながりの場

学校・児童館
専用ゾーン

イベントひろばになる
ゆきっこモール
イベントひろばになる
ゆきっこモール

会議室は外部からも直接利用できるセキュリティを考慮し
た配置とすることで、保護者やPTAとの連携に配慮します。

 低メンテナンス素材の採用や、メンテナンスが容
易な計画とし、維持管理費を抑制します。
エネルギー計量（照明・電源・空調）を行い、分析・
制御を行うことで、維持管理の省力化とメンテナン
ス費用削減を目指します。 

調べ学習をする調べ学習をする

ゆきっこモールゆきっこモール

地域の情報発信
コーナー
地域の情報発信
コーナー

2階のアートスクエアの
活動のようすが感じられる
2階のアートスクエアの
活動のようすが感じられる

DENで本を読むDENで本を読む
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